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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月22日(2008.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の多孔質中空糸膜を一方向、または直交あるいは斜交する二方向に配列して形成さ
れた中空糸束体と、前記中空糸膜に実質的に直交するように形成された液体流路とを備え
、前記液体流路を通して血液を流動させ、かつ、前記中空糸膜の内腔にガスを流動させる
ことによりガス交換を行わせるように構成された中空糸膜型人工肺において、
　前記液体流路は、液体の流動方向における断面が、前記中空糸膜の両端部を含む領域に
充填されたポッティング材により、実質的に円形に形成されてなることを特徴とする中空
糸膜型人工肺。
【請求項２】
　前記ポッティング材が、前記中空糸膜に平行で且つ血流方向に直交する面内で前記中空
糸束体を回転させながら、遠心充填することによって、前記液体流路が形成された請求項
１記載の中空糸膜型人工肺。
【請求項３】
　前記液体流路における血液平均流速Ｖｍが、１７５～２５０ｃｍ／ｍｉｎの範囲内に設
定され、
　前記中空糸束体の有効膜面積Ｓｅが０．３５～０．４０ｍ2の範囲内に設定された請求
項１記載の中空糸膜型人工肺。
　ただし、血液平均流速Ｖｍ＝（血液流量Ｂ／平均流路断面積Ｓｍ）であって、血液流量
Ｂは前記液体流路中を流れる血液の流量（Ｌ／ｍｉｎ）であり、平均流路断面積Ｓｍ（ｃ
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ｍ2）は、前記液体流路の開口面積をＳｏ（ｃｍ2）とし、前記液体流路の容積中で前記中
空糸膜が占める体積割合である中空糸充填率をＰｆとして、Ｓｍ＝Ｓｏ（１－Ｐｆ）で表
される。有効膜面積Ｓｅは、中空糸膜の外表面のうち、血液と接触可能なように前記液体
流路内に配置された部分の面積である。
【請求項４】
　前記有効膜面積Ｓｅを横軸とし、前記血液平均流速Ｖｍを縦軸とする座標における４つ
の座標点Ｐ１～Ｐ４、
　Ｐ１：（Ｓｅ＝０．３５、Ｖｍ＝２４０）
　Ｐ２：（Ｓｅ＝０．４０、Ｖｍ＝１７５）
　Ｐ３：（Ｓｅ＝０．４０、Ｖｍ＝２４０）
　Ｐ４：（Ｓｅ＝０．３５、Ｖｍ＝２５０）
を直線で結んだ領域内に収まるように、前記有効膜面積Ｓｅおよび前記血液平均流速Ｖｍ
が設定された請求項３に記載の中空糸膜型人工肺。
【請求項５】
　請求項１に記載の中空糸膜型人工肺を製造する方法であって、
　前記中空糸膜を一方向、または直交あるいは斜交する二方向に配列して中空糸束体を形
成し、前記中空糸束体における前記中空糸膜に平行で且つ血流方向に直交する面内で前記
中空糸束体を回転させながら、前記ポッティング材を遠心充填する工程を含むことを特徴
とする中空糸膜型人工肺の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の中空糸膜型人工肺は、複数の多孔質中空糸膜を一方向、または直交あるいは斜
交する二方向に配列して形成された中空糸束体と、前記中空糸膜に実質的に直交するよう
に形成された液体流路とを備え、前記液体流路を通して血液を流動させ、かつ、前記中空
糸膜の内腔にガスを流動させることによりガス交換を行わせるように構成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決するために、前記液体流路は、液体の流動方向における断面が、前記中
空糸膜の両端部を含む領域に充填されたポッティング材により、実質的に円形に形成され
てなることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記構成の本発明の中空糸膜型人工肺において、前記ポッティング材が、（前記中空糸
束体における）前記中空糸膜に平行で且つ血流方向に直交する面内で前記中空糸束体を回
転させながら、（前記ポッティング材を）遠心充填することによって、前記液体流路が形
成された構成とすることができる。
　好ましくは、前記液体流路における血液平均流速Ｖｍが、１７５～２５０ｃｍ／ｍｉｎ
の範囲内に設定され、前記中空糸束体の有効膜面積Ｓｅが０．３５～０．４０ｍ2の範囲
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内に設定される。ただし、血液平均流速Ｖｍ＝（血液流量Ｂ／平均流路断面積Ｓｍ）であ
って、血液流量Ｂは前記液体流路中を流れる血液の流量（Ｌ／ｍｉｎ）であり、平均流路
断面積Ｓｍ（ｃｍ2）は、前記液体流路の開口面積をＳｏ（ｃｍ2）とし、前記液体流路の
容積中で前記中空糸膜が占める体積割合である中空糸充填率をＰｆとして、Ｓｍ＝Ｓｏ（
１－Ｐｆ）で表される。有効膜面積Ｓｅは、中空糸膜の外表面のうち、血液と接触可能な
ように前記液体流路内に配置された部分の面積である。
　また、好ましくは、有効膜面積Ｓｅを横軸とし、血液平均流速Ｖｍを縦軸とする座標に
おける４つの座標点Ｐ１～Ｐ４、
　Ｐ１：（Ｓｅ＝０．３５、Ｖｍ＝２４０）
　Ｐ２：（Ｓｅ＝０．４０、Ｖｍ＝１７５）
　Ｐ３：（Ｓｅ＝０．４０、Ｖｍ＝２４０）
　Ｐ４：（Ｓｅ＝０．３５、Ｖｍ＝２５０）
を直線で結んだ領域内に収まるように、有効膜面積Ｓｅおよび血液平均流速Ｖｍが設定さ
れる。それにより、高いガス交換能と小さな血液充填量の条件を、ともに充足することが
可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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